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江戸時代中期の宝永元年 (1704)河内平野において、かつてない大規模な土木工

事が行われました。それは、奈良に源を発 し、現在の柏原市で河内平野を北上 し流

れていた大和川の方向を変え、真っ直ぐ西の堺の方へ流す とい うもので した。これ

が幕府による治水事業である大和川付け替え工事です。

その頃、大東市域には深野池 とい う大きな池が存在 していましたが、付け替え工

事後かつての川や池であつた所では新田開発が行われ、深野池も新田に姿を変えま

した。 これ以後、当地域は大都市大坂の近郊農村 として発達を遂げることにな り、

このことから、深野池の新田開発が今 日の大東市を築いたと言えるでしょう。

平野屋新田会所は深野池に開かれた新田の うち、深野南新田と河内屋南新田の管

理・運営のために設けられたものです。「会所」 とい うのは、新田を所有 していた当

時の有力商人が新 田の管理・運営を行 うため出先機関として設置 した建物のことで、

付け替え工事後に誕生 した各新田にこのような 「会所」が置かれました。

現存する会所は鴻池新田会所等、大阪府下でも数箇所 しかなく、大変貴重なもの

で、平野屋新田会所もつい最近まで広い屋敷地に樹木が鬱蒼 と生い茂 り、主屋や土蔵、

正面には立派な長屋門が建っていました。教育委員会では本市の歴史を語る上でも

欠 くことのできない貴重な文化財であるとい う認識のもと、その保存に努めてきま

したが、残念ながら開発工事により今はもうその姿を見ることは出来ません。

本書はその開発工事に伴 う発掘調査の成果をまとめたもので、会所の考古学的調

査 としてはおそらく初めての事例ではないかと考えています。調査の結果、建物だ

けでなく敷地全体の地下構造を明らかにすることが出来き、得 られた知見は今後、

他の会所を研究する上でも大いに役立つものと考えています。

幸いにも、本市では土蔵や船着場が残る敷地の一部を取得することができました。

将来的には整備を行い、ここに平野屋新田会所が存在 していたことを長 く伝えてい

く場所にしていくことが、文化財保護行政の使命であると考えています。

最後になりましたが、調査にご協力いただいた関係各位、関係機関、地元の皆様

方に厚 くお礼を申し上げます。

平成 24年 12月

大東市教育委員会

教育長 亀岡 治義



例 言

1.本書は大東市平野屋 1丁 目に所在する平野屋新田会所跡の発掘調査概要である。

2.現地調査は大東市教育委員会生涯学習課黒田淳を担当者 として、平成 22年 5月 25日 から同

年 7月 5日 まで宅地内道路部分 (HRN 10-1)を 、同年 10月 7日 から平成 23年 2月 10

日まで宅地部分 (HRN 10-2)イこついての調査を実施した。

3.本書の執筆・編集は担当者が行つた。

4.本書で使用した標高は東京湾平均水面 (T,P)、 座標は世界測地系国土座標第 6座標系、方位

は座標北である。

5。 現地での作業は大東市教育委員会の指導のもと株式会社米沢組が実施 し、報告書作成までの

内業調査は、株式会社地域文化財研究所に委託して行った。

6.本書に掲載した図面、写真は、紙数の関係でそのほんの一部に過ぎない。すべての出土品及

び図面 。写真等の記録類は、大東市教育委員会において保管をしている。

7.調査の実施並びに本書の作成にあたつては、以下の方々の協力をいただいた。記 して感謝の

意を表する。                           '
株式会社住、平野屋自治会
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第 1章 ‐調査に至る経過

第 1節 保存協議

新田開発の歴史を語る上で貴重な文化財である会所であるが、今 日までその姿をとどめている

のはほんの教例に過ぎず、その代表的なものが東大阪市に所在する鴻池新田会所
(註 Dで

ぁる。平

野屋新田会所もそれに劣らず重要な文化財であるとの認識から、大東市では保存の方法を模索し

てきたが、平成 18年当時、大阪地方裁判所の強制競売の対象となつており、その動向を見守 り

つつ競売の結果を待つて、今後の方向性を示すことにしていた。競売は平成 18年 12月 20日 か

ら27日 に期間競争入札が行われ、平成 19年 1月 9日 に開札、同年 3月 15日 に売却決定がなされた。

これを受けて、市では取得公有化の方針で、新所有者 との取得交渉を行ったが合意に至らなかっ

た。開発 目的で取得 した所有者は事業を開始し、平成 20年 1月 には樹木伐採、建物の解体工事

が開始されるなか、市では再度交渉を持つが不調に終わる。元々、当該地は、周知の埋蔵文化財

包蔵地 「中垣内遺跡」の一部に含まれていたが、平成 20年 1月 17日 付で敷地全体を周知の埋蔵

文化財包蔵地 「平野屋新田会所跡」として登録し、地下を触らない解体工事や樹木の伐採は届出

の必要はないが、工事期間中は大東市教育委員会が現場立会を行い、建物の礎石等、遺構が壊さ

れないよう、解体工事が適正に行われるように指導していくことになった。解体工事は平成 20

年 2月 末まで実施され、この結果、現存 していた建物はすべて取 り壊され、樹木も遺構の保存の

ため抜根を制限 したもの以外は、殆んどが除去された。市教委では予定されている開発工事に

対応するべく、遺構の確認調査の実施について所有者の承諾を得ることができたため、大阪府教

育委員会の指導と応援を受け、平成 20年 5月 9日 から同年 6月 13日 に調査を実施 した。その調

査結果は既に報告
(註 かしてぃるが、この調査はあくまでも遺構の状況確認が目的であったため、

調査後は所有者と協議 し、覆土により遺構の地中保存を行った。

第 2節 開発協議

平成 21年 8月 、所有者により当該地の宅地開発計画が示され、その内容は、敷地内に道路を築造し、

戸建て住宅を建設 していくというものであった。市教委では所有者との保存協議に入 り、遺構に

影響を及ぼす工事であれば、事前の発掘調査が必要となることを説明し、これと並行 して部分的

な保存を視野に入れた用地買収の協議を進め、本市の開発指導要綱に基づく協定書の中に

①文化財保護法第 93条第 1項に基づく届出を行 うことと、同条第 2項の指示に従 うこと。

② 「土蔵」「船着場」部分について鑑定に基づく適正な価格で市が取得することに協力をする

こと。

の 2項 目を入れ、平成 21年 12月 9日 に本市と協定が締結された。

平成 21年 12月 11日 付で所有者より文化財保護法第 93条第 1項に基づく届出が出され、道路築

造部分は、雨水、汚水管の埋設が伴 うため、遺構に影響を及ぼすのは明らかであり、平成 22年

1月 12日 付で指導事項 「発掘調査」で通知を行 う。

以後、指導事項に基づき、遺構保存及び調査などの取扱いについて協議を行い、この間、府教育

委の指導を受け、道路部分は調査による記録保存、宅地部分は、造成後に建築する住宅基礎をベ

タ基礎にすることで、保護層 30cm以 上を確保 して埋没保存とする方針で、所有者に設計変更と

-1-



事前調査の実施の協力を求める協議を行 う。平成 20年度確認調査の結果を基に礎石 。遺構の位

置やレベルを検討 し、調査対象範囲を絞 り込む協議を重ね、最終的には道路部分に係る遺構の存

在する部分を調査箇所に絞 り込むことで了解を得、道路部分以外の遺構、特に主屋建物の礎石に

ついては、ほば全域を地下に保存することができた。

協議内容は以下のとおりである。

・宅地内道路にかかる遺構・礎石についてはすべて調査対象とする。

・保護層 30 clllを 確保できない部分、切 り上をする部分はすべて調査対象とする。但し、北側石

垣と土蔵① (屋敷蔵)の基礎は基底部まで確認をして図面や写真等の記録を行つた後、上部

の石は除去するが影響のない基底部は地下保存する。北側周濠についても盛土により宅地造

成が行われるため、調査対象から除外し、そのまま地下保存とした。

・盛土により保護層が 30 cm以 上確保される部分については、調査対象から除外 し地下保存とす

る。

・市が買収交渉中の土蔵② (米蔵 )、 土蔵③ (道具蔵 )、 船着場部分は、調査対象から除外するが、

交渉が不成立の場合は調査対象とする。

以上の協議に基づいて、調査に関する覚書を締結 し、宅地開発に伴 う現地調査を平成 22年 5

月 25日 から7月 2日 まで実施 した。

第 3節 計画変更 に伴 う協議

その後、所有者が、住宅基礎はすべて柱状改良とし、さらに保護層を削平したうえで基礎工事

を実施する計画に変更するということが確認され、所有者に当遺跡の保護と重要性を再度説明し、

遺構が保存されるよう変更を行わないように求めるが、理解を得ることができなかつたため、記

録保存を目的とする全面調査の協力を求めた。その後、協議を重ね、最終的に下記の点を条件と

して、発掘調査を実施することで合意に至った。

・礎石等の遺構の存在が判明している箇所については、区画全体を調査対象とする。

・礎石等の遺構が存在 していない区画、既に消失している庭園の築山部分に該当する区画は、

先ず トレンチ調査を行い下層遺構の有無を確認 し、遺構が発見された場合は、区画全体につい

て調査を実施する。

・平成 20年度確認調査では、写真測量による遺構図面を作成 しているが、今回の調査では、遺

構の詳細な記録をとり、会所創建当時等の遺構の確認のため、下層まで掘削を行 う調査を実施

する。

以上、調査に関する変更覚書を締結し、住宅建設に伴 う調査を平成 22年 10月 7日 から平成 23

年 2月 10日 まで実施 した。

９
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第 2章 平野屋新 田会所の概要

第 1節 地理的環境 (第 1図 )

平野屋新田会所が所在する大束市は、大阪府の中部にあり河内平

野のほぼ中央部に位置する。市域の束半分は生駒山系による山地 。

丘陵地で、その西側に広がる平地は標高約 1～ 5m足 らずで、河内

平野では最も低い場所となつている。河内平野は縄文時代前期～中

期頃に起こった海進現象により、生駒山麓際まで海水が入 り込み湾

(河内湾)と なる。その後、上町台地を境として外海と隔てられる

ようになると淡水化が進み、弥生時代前期頃には次第に潟 (河内潟 )

へと変化 し、古墳時代頃には湖 (河内湖 )と なっていた。
(註 めこの 第 1図

湖は古代末から中世にかけてその範囲が縮小すると、「勿入渕 (ないりそのふち )」
(註 0ゃ「廣見

池 (ひろみいけ )」
(註 0等の名称で呼ばれるようになり、江戸時代初頭頃にはさらに規模が縮小し

て、本市の平地部では深野池
(註 0と

呼ばれる池となっていた。

第 2節 歴 史的背景 (第 2・ 3図 )

前節で述べたように、当地域は河内平野の最も低所に位置するため、近世初頭頃にはかつての

河内湖の名残である深野池が存在 していた。深野池には南からは大和川の分流
(註 のでぁる吉田川、

北からは寝屋川が流れ込み、江戸時代中期頃になるとその堆積作用により池床・河床は次第に高

くなり、大雨の度に各所で堤防の決壊が相次ぎ、深野池周辺も含む大和川の諸河川の流域は水害

が絶えない地域となっていた。幕府も様々な治水事業を施すものの効果が得られなかったため、

抜本的な洪水対策として、宝永元年 (1704)に大和川の付け替え工事が実施された。この工事は、

これまで幾筋にも分かれ河内平野を北流していた大和川を直接大阪湾 (堺)へ流すようにしたも

ので、付け替え後、旧河床跡や池跡で開発が行われ、多くの新田が誕生することになるが、
(註 め

深野池においても、現

在の東大阪市域に存在

した新開池とともに新

田開発が進められた。

(註 9)

深野池の新 田開発

は、付け替え工事翌年

の宝永 2年 (1705)か

ら開始 された。開発当

初は東本願寺灘波別院

の講員により入札・献

糸内され開墾が女台ま り、

正徳 3年 (1713)に全

事業が終了し、深野新

大東市位置

部 雛

第 2図 大和川付け替え前の様子 (深野池と新開池)

つ
０
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第 3図 深野池に誕生した新田

田が誕生した。その後、享保 4年 (1719)の再検地時には、深野新田は北 。中。南に 3分割され、

この時点でこれらの新田は、いずれも大坂市中の商家の所有となっていた。すなわち、深野北新田、

深野 (中 )新田は鴻池又右衛門、河内屋南新田と深野南新田は平野屋又右衛門 (註 り、そして河

内屋北新田は鴻池新十郎の所有となっていた。

会所は新田を所有する商家が出先機関として設置したもので、現地に支配人を置き、新田の管

理・運営等の業務にあたらせた。大和川付け替え後に誕生した各新田にはこのような会所が設置
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され (註 1つ 、平野屋又右衛門が所有した深野南新田、河内屋南新田の管理・運営のため設けられ

たのが、平野屋新田会所である。その後、会所 (新 田)の所有は、延享 2年 (1745)大坂上町船

越町両替商助松屋忠兵衛
(註 121に

移 り、享和 3年 (1803)には天王寺屋人重 (後 に天王寺屋源助
(註

19)に
、そして文政 7年 (1823)に 最後の所有者である大坂北九太郎町の銭屋 (高松)長左衛門

(註

H)の
手に渡つた。

平野屋新田会所の設置時期であるが、『平野屋新田会所文書』
(註 10中 の享保 4年 (1719)か ら

5年 (1720)に 書かれた「諸方相対証文控」に平野屋会所の文字が見られ、また、享保 13年 (1728)

大坂市中から当会所に分祀された坐摩神社
(註 めの祭礼について書かれた 「鎮守御宮御祭礼之控」

にも平野屋会所の文字が出てくることから、深野池の新田開発が終了した直後の 18世紀前半頃

までには、既に存在 していたことが推定される。

第 3節 屋敷地 と建物

平成 12・ 13年、会所の屋敷地と建物について市教委で調査を実施 しており、その報告 (註 Dに

よると、屋敷地は東西約 90m、 南北約 60mを測 り、南面西寄 りに表長屋門、北面西寄りに裏長

屋門が設けられていた。屋敷地の中央部に位置する主屋建物は、土間のある西側の主屋棟 と庭園

に面する東側の座敷棟から構成されていた。屋敷地は西側を銭屋川、残 り3方を濠で囲まれてお

り、北側周濠で銭屋川と繋がつていたことが確認されている。庭園には瓢箪型の池があつた。ま

た棟札 (註 Dょ り、座敷棟は明治 25年の上棟であることが確認され、これは前年の明治 24年の

濃尾大地震で被災し、座敦棟を建て直したものと報告されている。

第 3章 調査方法

遺構名 (第 4図 )

主屋建物や土蔵等の主要な遺構の遺構名は、平成 20年度確認調査時に付けた名称をそのまま

継承し使用 した。

調査区名 (第 5図・第 1表 )

道路部分の調査では、遺構に係る部分 10箇所を対象として調査区にアルファベットA～ Lを、

宅地部分の調査では、表層の土が掘削されるため、住宅建築部分ではなく宅地全体を調査対象と

し、既に完成 していた宅地内道路との位置関係により、以下に示す通 り、アルファベットM～ Q

を冠した。すなわち、M区 (北側宅地 8区画分)、 N区 (中央宅地 16区画分 :宅地内道路に囲ま

れた部分)、 O区 (東側宅地 2区画分)、 P区 (南側宅地 12区画分)、 Q区 (南西宅地 7区画分)

である。但し、平成 20年度確認調査で礎石等の遺構が確認されていない宅地については、まず

4× 4mの トレンチ調査を実施 して下層遺構の有無を確認 した。結果的には遺構が確認されなかっ

たため土層断面の記録に止まり、宅地全面の調査にまでは至らなかつた。 トレンチ調査を実施 し

た箇所は調査区名の後に数字を付けて表 している。 トレンチ調査を実施 したのはN-1～ 4、 P

-1～ 5、 Q-1～ 2の H箇所である。

掘削方法

りF出土処理の関係から、宅地 1区画単位での掘削をが基本としたが、礎石等の遺構の連続性を
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第 1表 調査区対照表

調査区 調査名 面積 ２ｍ 対象となつた遺構 備  考

A HRN10-1 22773 池 宅地内道路

B HRN10-1 井戸① 庭園南側

C HRN10-1 451 前庭塀 座敷棟南側

D HRN10-1 1134 東側通路 座敷棟玄関へ続く

E HRN10-1 西側通路 主屋棟入ロヘ続く

F HRN10-1 4803 表長屋門西部分 居宅部分

G HRN10-1 5523 土蔵④

H HRN10-1 7136 主屋棟北側・裏長屋門南側

I HRN10-1 裏庭塀 庭園北側

」 HRN10-1 11592 土蔵①・北側石垣

K HRN10-1 1944 南側塀

L HRN10-1 4096 座敷棟東側礎石・流れ眸北西部

M HRN10-2 744.27
北側周濠・土蔵①・排水溝・裏長屋門

塀
北側宅地 8区画

N HRN10-2 116165
主屋棟・座敷棟・流れ碑・東側通路・

西側通路・前庭塀

宅地内道路に囲まれた中央宅地 16区

画 (肉 4箇所をトレンチ調査で対応)

O HRN10-2 18025 池 (東岸 ) 東側宅地 2区画

P HRN10-2 66993
表長屋門・排水溝 `前庭塀・井戸②

東側通路・西側通路・池南部

宅地内道路に囲まれた南側宅地 12区

画 (内 5箇所をトレンチ調査で対応 )

Q HRN10-2 21393 表長屋門西側 i南側塀・西側塀
南西宅地 7区回 (内 6箇所をトレンチ

調査で対応 )

考慮して、複数の宅地を同時に掘削して調査を実施 した箇所もある。

第 4章 調査成果

第 1節 遺構

1.主屋建物

主屋棟・座敷棟 N区
屋敷地の中央に位置していた東西方向棟行約 31m、 南北方向梁間約 15mを測る東西に長い建

物で、土間のある西側の主屋棟 と東側の座敷棟から成つていた。

調査の結果、古い礎石の抜き取 り痕を複数確認することができ、さらに下層へ掘 り下げたとこ

ろ、明治より前と推定される礎石等が新たに検出された。

下層の礎石は 40～ 50cm大の石を 3～ 4個を集めて置き (図版―-4・ 5)、 周囲及び石の下に

5～ 10cm大 の礫を敷く構造となっており、この上に置いた礎石が沈み込まないように支える根石

の役割を果たしていたものと考えられる。

主屋棟の土間部分では、霊の跡が 3箇所検出 (図版二-6～ 8)された。建物解体時にあつた

霊の位置とは異なっており、竃は、時期により場所を変えて複数回、造 り替えられていたことが

確認された。

また、玄関部分から建物内を横断して北側に向かつて丸瓦列が検出されたが、その下には鉛の
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管 (第 6図・図版―-8B図版二-4・ 5)が 引かれていた。近代に入つても屋敷地内への水道は

敷設されておらず、生活用水は表長屋門を入りすぐの所にあつた井戸①で賄つていたと聞いてお

り、井戸①からポンプで汲み上げた水を鉛管で引いていたものと考えられる。九瓦は鉛管の保護

のために被せてあったものと考えられる。

主屋建物が建てられていた場所は、周囲より10cm程高く、礫の混ざる土が意図的に使用され

たようで、地盤を安定させるためのものではないかと考えられる。前述したように、特に礎石を

据えた箇所には傑が多く集積 (図版―-3B4)していた。

主屋棟北部 H区
主屋棟と土蔵①との間の、解体前は便所 。風呂場等があった場所である。布石を用いて基礎や

排水溝が設けられ (図版二-1)、 土蔵①の入口手前まで廊下となっていた。りF水溝は北へ向かい、

一旦、西へ屈曲した後再び北へ向い、土蔵①の西側を通り、北側石垣まで向かうと、その下を通

り北側周濠まで伸びていた (図版人-2・ 3)。 周濠へ排水していたものと考えられる。廊下床下

部分で大型の陶器鉢が 2個検出 (図版二-2・ 3)さ れており、そのうちの一つには銀杏が入れら

れてあつた。布石を除去後にも大型の埋め甕を 1個検出したが、中には何も入つていなかった。

2.蔵
上蔵① (屋敷蔵)」 区 (第 7図 )

主屋棟の北、裏長屋門の東に位置していた。東西方向棟行約 6.8m、 南北方向梁間約 5.5mを

測り、主屋棟裏口からの出入りできるよう、南面に出入口が設けてあつた。

基礎は、疑灰岩の布石 1段の下に、花南岩の間知石 3段を積み、最下段に花南岩の平石を据え

る構造 (図版三-4)で、内側は間知石を用いて、裏込め石 (図版三-5)と していた。この蔵は、

中央に柱を持つ構造であつたが、中央部には柱を受けるための孔を穿った束石が置かれ、その下

部にはそれを支えるため上面を平坦に加工した約 50× 80cm、 高さ約 30cmの礎石 (図版三-8)

が据えられていた。基礎内部の上は 3層 に分けることができ (図版三-7)、 中間に厚さ約 10cm

の黄褐色粘質土が観察された。

また、最下段の基礎石まで掘削したところ、この蔵の基礎とは別の基礎石の一部と推定される

石列(図版三-6)が検出された。解体時に発見された棟札
(註 191に

よると、この蔵は享保 10年 (1725

年)建造のものを明治 26年 (1893年)に再建したとされており、この石列は、その享保 10年築

の蔵の基礎ではないかと推定される。

土蔵④ G区 (第 8図 )

屋敷地の西端、銭屋川を背にして土蔵③のすぐ南側に位置しており、南北方向棟行 6m、 東西

方向梁間約 5mの蔵である。東面中央やや北寄りに半間幅の出入口を持ち、出入日前面に角石を

用いた斜路が造り付けられていた。基礎内部に束石が4間 ×8間で比較的良好に遺存していた(図

版三-1)。 平成 20年度確認調査時では、束石の間から農具や工具等の鉄製品が出土したため、

踏車を収納していた土蔵③とともに道具蔵であつたとされ、布石、基礎石とも花南岩を使用して

いる点が他の蔵とは異なるため、建造時期も異なるとされている。

基礎の構造は、花蘭岩間知石の 2段積みで、束石以外の石は確認されておらず、また裏込め石

も使用されていなかった。北面基礎下に平瓦を用いた排水溝と考えられる施設を検出(図版三-2)
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している。基礎内部 (図 版三-3)の上は黄褐色砂質上であった。建物の建築時期は不明である。

3。 長屋 門

表長屋門 F tt P・ Q区

東西方向棟行約 22.5m、 南北方向梁間約 5mの建物の西側に前面を揃えて、東西方向棟行約

1l m、 南北方向梁間約 2.5mの部屋を造る構造であった。東西約 33.5mの長い建物のやや東寄

りに出入国があり、その東側は 3部屋に区切 られ、西側も前述の東西に細長い部屋を含めて 3部

屋に区切られていた。平成 20年度確認調査時では、東石は解体時に失われ、殆ど遺存 しておらず、

1部で床 と思われる板を並べた構造が遺存していた。また、解体前まで建っていた長屋門は、昭

和 9年 9月 の室戸台風後再建されたものとされてお り、現状に残る基礎はその時ものとされてお

り、それ以前の長屋門の遺構 としては、東端の南北方向の雨落ち溝が花南岩を並べたものであり、

再建時のものをそのまま利用 したものと推定されている。また、北辺の門構え西側部分で雨落ち

と思われる平瓦を並べた長さ約 4。 3m、 幅 20cm程の溝 (図版四-1)が確認されており、さらに『大

正 7年写し絵図』
儀2の

(第 17図 )に見られる居宅部分の礎石についても遺存が確認された。

今回の調査で、基礎石の下には、古い時期の礎石 (図版四-4・ 6)を確認 しているが、基礎に

はコンクリー トによる修復 (図版四-8)が確認され、また、正面にあたる南面基礎は、最下段

に 40～ 50cm大の平石 1段、その上に表面を精緻に加工した間知石を 1段積んで、その上に布基

礎石を置く構造 (図版四-2・ 3・ 7)と なっていた。内側は隙間を埋めるように裏込め石 (図版

四-5)が置かれていた。コンクリー トを使用することから、いずれも、昭和 9年以降の修復と

考えられるが、布石が置かれた礎石には矢穴が残るものもあり、その大きさと形状から近世のも

のと推定されることから、古い時期の礎石を利用して、その上に新しい基礎を置く構造となって

いることが確認された。また、古い時期の雨落ち溝 と推定される瓦列は、平成 20年度確認調査

時に確認 したもの以外は検出されなかった。

裏長屋門 HEM区 (第 9図 )

東西方向棟行約 12m、 南北方向梁間約 4mの建物で、東西の中央に 2間幅の入口があり、そ

の両側は屋敷地側 (南側)に入口を持つ、2間 四方の部屋となつていた。

平成 20年度確認調査時では、解体時に移動 した束石もあつたが、遺存状況は比較的良好であつ

た。北面東側にはこの門に繋がる塀基礎 (図版五-8)が、同じく北面西側にも遺存しているこ

とを確認 しており、さらに北面西側で下層確認を実施 したところ、布基礎石の下に、礎石や壁土

と思われる粘土塊が確認された。また、北面布基礎石の下にも、礎石が確認されたことから、下

層遺構として、裏長屋門の前身建物が遺存していると考えられていた。

今回の調査では、布基礎石の下に 9間 ×3間で礎石が検出 (図版五-2～ 7)されている他、

南面西側では平瓦が完形のもの 2点を含み破片が幅 40cm、 長さ約 4.8mで検出されており、この

前身建物の雨落ち溝 (図版五-3)の可能性が高い。また、主屋建物から南面東隅に来ていた排

水溝 (図版五-1)布石下で、疑灰岩の板石を使用した、古い排水溝 (図版五-4)の跡が検出

された。
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第7図 土蔵①南面基礎立面図口内部上層断面図

4.井戸

井戸① B区 (第 10図 )

表長屋門から屋敷地内に入るとすぐ右手に設けられていた井戸である。解体前は覆屋が存在し

た。上部構造に花闘岩板石の井戸枠、井戸枠周辺は花南岩板石を敷き、間知石と布石を使用し」F

水施設が設けてあつた。平成 20年度確認調査時の観察では、井戸枠の下に丼戸瓦を4～ 5段使

用した井筒があり、さらにその下には木材の枠組がある構造と推定していたが、今回の調査で、

下部構造は平瓦 2段 (図版七-1)と 桶による井筒 (図版七-2)と なっており、井戸底には石

が敷かれていたことを確認した。深さは、約 2.5mを測つた。

また、井戸底に近い井筒南面から、陶製の上管が出ており、井戸から南へ約 4mの地点でも東

西に走る土管 (図版七-3)が検出され井戸からの上管と繋がっていた。これらの状況から、宅
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内に土管を施設 して、この井戸の水を供給していたのではないかと推定される。

井戸② P区 (第 11図・図版七-4)

座敷棟、流れ峰、池、築山②に囲まれた庭園のほば中央部に設けられていた井戸である。平面

形が一辺 1,05mの方形を呈する井戸枠は、地表の上部 2段が花南岩、地下 3段は疑灰岩を使用し、

深さは地表面から約 0。 9mと 浅かつた。その下部にも井筒や他の施設は設けておらず、飾 り井戸

であったと考えられる。

5。 庭 園

庭園は屋敷地の東側、座敷棟の東に面して、北側石垣と東は南北方向に築かれた築山①、南は

東西方向に築かれた築山②で囲まれた部分で、池と座敷棟から池へ向かう流れ峰を配 した池泉回

遊式庭園であつたことが平成 20年度確認調査で判明している。庭園を構成する遺構 としては、池、

流れ際の他に前述の井戸②や庭園を隔する塀基礎がある。

池 A区

屋敷地東側の庭園に設けられていた幅 2.5～ 8m、 長さ約 30mの瓢箪状形を呈する南北に長

い池で、平成 20年度確認調査時では、縁石に 30～ 50cm大の石を 1か ら数段積み上げて囲んで

いたとしていたが、今回の調査で、上部 1～ 2段に自然石を、下部は主に 40～ 50cmの 間知石を

2～ 3段積み上げていることが確認された。前面には 15～ 30cmの 間隔で、長さ 1.4～ 1.6mの

木杭を打ち込み固定させていた (図版六-3)。

池の幅が最も狭くなるくびれ部 (図版六-2)|ま 、かつて石橋が架けられていた部分で、基底

部から 1～ 1.5mの 自然石が重なりあつて検出された。他の箇所とは異なる頑丈な構造で、石橋

の荷重に耐えるための造作と推定される。また、くびれ部では板材 と杭により堰状の施設 (図版

六-6)を検出しており、池の北部と南部を分けているが、どのような機能をさせていたのか不

明である。

南部の中央部で板材を方形に組んだ一辺約 1.9m前後、高さ約 60cmの 木枠① (図版六-4)が

埋め込まれ、北部にも一辺 1.45m、 高さ55cmの方形の木枠② (樋門に使用する落とし板を転用)(図

版六-5)わミ埋め込まれていた。この木枠の機能であるが、池で飼育していた観賞魚が、鳥等の

外敵からの襲撃を逃れる避難場所として設置されたものと推定される。

池北端部では木製の樋 (図版六-7・ 3)が検出された。取入口は板を上下させ水量を調節する

ようにしてあり、落葉等の異物の侵入防止のため、鋼製の網が取 り付けられていた。複数の木樋

を連続 して繋ぎ、北側石垣の下を通らせ、北側周濠まで続いていることが確認された。池の水は、

かつて会所跡東側を流れていた鍋田川の水を池の南端部 (図版六-1)よ り取 り入れていたとさ

れていることから、池北端部で検出された木樋は、池の水を北側周濠へ排水する施設と考えられ

る。なお、今回の調査では南端部の取水施設を確認することはできなかった。今回の調査結果か

らは、大規模な改修
(註 20が

行われた形跡を確認することはできなかつた。

流れ (流れ眸)LBN区 (図版七-5)

座敷棟東側に設けられた濡縁の北東から、池の西岸中央部へ向つて石を配置し、その間を拳大

の礫を敷いた「流れ」で、濡縁近くに石で囲まれた部分があり、降の様なものを置いていたとし

て、平成 20年度確認調査時では「流れ峰」としていた。今回の調査で、流れには約 20cmの 厚さで、

■ 3
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礫が敷かれ、礫下は三和土で床面を造作してお り、水を流す構造となっていた。座敦棟屋根から

の雨水等を池へ排水する機能を兼ね備えていたものと推定される。

塀① C・ P区

座敷棟玄関から南の表長屋門に向かつて設けられていた塀で、玄関から約 13.5mで直角に折

れ東へ向い、約 4.8mで再び南へ折れて井戸①からのりF水溝 と合流し、表長屋門北東角へ続いて

いた。間知石の平坦面を西に向け 1段並べ、その上に布基礎石を置く構造 (図 版七-6)と なっ

ていた。前庭と庭園を隔する塀であり、解体前は土塀が建っていた。

塀②  I・ N区

座敷棟の北東に設けられていた流れ峰から北側石垣まで続いていた。解体時には既に塀は無く、

基礎のみが残つていた。基礎の構造は塀①と同様で、後庭と庭園を隔する塀である。

6.通 路

東側通路 D区

表長屋門から主屋建物へ向かう2つの通路のうち東側の通路で、主屋棟南側の玄関に接続 して

おり、長さ19m、 幅 1.5mを測つた。両側に約 0,9～ 1,3mの布石を並べ、その間は上で叩き

締められていた。布石は直接地面に据え付けられていたが、間隔を置いて、約 10～ 15 cmの礫が

敷かれている (図版七-7)こ とを確認 した。据え付け時に水平と高さを調整するため敷かれた

ものと推定される。『大正 7年写し絵図』に描かれていた通路である。

西側通路 E区

表長屋門から主屋建物へ向かう西側の通路で、主屋棟の上間入口に接続 してお り、長さ22.5m、

幅 90cmを 測つた。両側に約約 0,9～ 1,3mの布石を並べ、その間は厚さ lcm程度のモルタルで

固められていた。東側通路と同様、布石下には敷石は無く、地面に直接据える構造で、やはり約

10～ 15 cmの礫が敷かれていた (図版七-8)。 この通路は『大正 7年写し絵図』には描かれてお

らず、後に設置されたものと考えられる。

7,外 周施設

北側石垣 M区 (北側宅地 8区画分 )

屋敷地の北側周濠に沿つて、坐摩神社北西角から土蔵①の背後まで設けられていた石垣 (図版

八-1)で ある。屋敷地側にのみ 20～ 60cm大の石を 3～ 5段積み上げてあり、高さは基底部か

ら約 lmを測つた。上部は幅約 0.8～ lmで平坦となってお り、北側周濠側は石を積まず法面と

なっていた。上部の平坦面には長さ約 1.8mの布基礎石が置かれてあつたので、ここにもかつて

塀が存在 していたものと推定されるが、解体前はこの布基礎石を利用して、 トタン塀が設置され

ていた。土蔵①背後の、石垣西端部でつF水用の上管が石垣の下を通つていることが確認 (図 版八

-2,3)さ れ、この土管は主屋建物の北側にあった風呂場から続く排水溝に接続 しており、りF水

を北側周濠へ流すようにしていたものと考えられる。

北側周濠 M区 (第 12図 )

周濠の遺存状況と護岸のため施設があるかどうかを確認するため掘削したところ、周濠の屋敷

側に杭と横板による護岸施設 (図版八-4・ 5)が設けられていることが確認された。池からの排

水用の木樋の続きも検出され (図版人-8)、 池の水を周濠へ排水 していたことが確認された。また、
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裏長屋門北側では石積みによる護岸施設を確認している。

南側塀基礎 K区 (図版九-1・ 2)

表長屋門から西へ続く塀の基礎で、隣地のブロック塀と重なるまでの約 13mを検出した。幅

約 55cmを 測る。間知石 2段を積み、その上に平石が積まれてあった。

西側塀基礎 Q区 (図版九-3～ 5)

船着場から土蔵④の背後を通 り銭屋川に沿つて南へ続く塀基礎で、平成 20年度確認調査時では、

約 16mを検出していたが、今回の調査ではその続きを検出することができ、屋敷地南西隅まで
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遺存していることが確認された。問知石は 1段のみ残つていた。

8,そ の他

坐摩神社西側石積み 」区 (第 13図 )

神社のブロック塀下から北側石垣と並行して続き、約 6.3m検出しており、ブロック塀から西

へ約 2.4mで 1段下がつている (図版九-7)。 西端では直角に折れ (図版九-8)南へ続いてい

たようであるが、石は確認されなかつた。一方、神社側はブロック塀の下を通り、神社敷地へ続

くことを確認している。検出された位置から考えると、坐摩神社が地元の氏神として開放される

前の、まだ屋敷神として祀られていた頃のものではないかと考えている。

第 2節  遺 物 (第 14～ 16図 H第 2表 )

遺物は主に近世後半から近代の陶器、磁器、瓦等が出土している他、池から出土した木樋や木

枠②の木製品がある。主要なものについて図化を行つた。
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第 5章 まとめ

今回の調査では各建物を含む地下構造を明らかにすることができ、以下のことを確認すること

ができた。

主屋建物

・礎石の抜き取 り痕、電の位置の変遷等から、江戸時代から明治・大正 。昭和にかけて複数回

の建て替え、改修工事がされている。

・主屋建物が建つ地盤は意図的に小石の混じる上を入れ地固めをしており、周囲よりも 10cmほ

ど高くしてあった。

・給水のための鉛管を敷設する等、近代以降の改修が随所にある。

・土蔵①との間の主屋椋北部は、近代以降の改修が著しかつたが、古い時期のりF水溝を検出し

ている。

土蔵①

・享保 10年 (1725年)に建てられた土蔵の基礎と推定される石列が検出されている。会所創建

時の遺構として考えることができる。

土蔵④

・間知石 2段、布基礎石 1段は他の蔵の基礎 と比べると単純な構造で、建造時期は新 しいものと

―
回 nAム ワ ifTA四

土蔵③

船着場

料

第 17図  大正 7年写 し絵図
(「 旧平野屋新田会所屋敷と建物」2002大東市教育委員会に加筆 )

動

　

銭

屋

川
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考えられる。

庭園

。池は大きな改修を受けた形跡はなく、位置についても造られた当時を保つていると考えられる。

・池の水は鍋田川の水を南部から取 り入れ、北部の木樋で北側 周濠へ排水していたと考えられ

る。

・庭園の造作は、坐摩神社境内地が地元に開放されてから、築山を構築されたものと考えられるが、

その時期は近代に入つてからの農地解放によるものなのか、それ以前なのか現段階では不明で

ある。

外周施設

。今回の調査で、船着場から表長屋門までの敷地の南西部は塀が廻らされていたことが確認され

た。『大正 7年写し絵図』 (第 17図 )と その内容が一致している。

・北側周濠は、杭 と横板による護岸施設を設けていることが確認された。

以上、今回の調査結果から、各建物の基礎を含めて、明治以降にかなり改修されていることが

判明した。それでも一部には古い時期の礎石が残 り、創建当時の建物を生かしつつ改修されてき

たことが窺えるが、残念ながら時期を明らかにできる遺物がほとんどないため、正確な時期につ

いては不明である。考古学的調査では限界があり、今後は市教育委が所有する『平野屋新田会所

文書』の精査や、高松家に残る史料の調査を行い、近世後半から近代の、改築や修復に関する記

録を探すことが必要であると考えている。

誰

(註 1)昭和 51年に国史跡、本屋、屋敷蔵等の建物は昭和 55年に国の重要文化財に指定されている。

(註 2)大東市埋蔵文化財調査報告第 30集『平野屋新田会所跡 確認調査概要報告書 』2010大東市教育委員会

(註 3)河内平野の変遷についての研究は、市原実・梶山彦太郎氏らの大阪平野の変遷の研究に詳しい。梶山彦太

郎・市原実『大阪平野のおいたち』1986青木書店

(註 4)清少納言『枕草子』の中に記述がある。

(註 5)『藤原康高譲状案』河内水走家文書・鎌倉遺文十ノ七四四五

(註 6)当 地を訪れた貝原益軒はその著『南遊記』のなかで、この池について触れており、その大きさを「南北二

里、東西一里」と記している。

(註 7)大和川付け替えまで流れていた玉串川、久宝寺川、平野川等の前身である諸河川。

(註 8)池跡・川跡に 34箇所の新日か誕生している。

(註 9)深野池ではこの開発に先立つ宝永元年 (1704)、 南北に長い深野池の北と南部分が河内屋源七により開発

され、河内屋北新日・河内屋南新田が誕生している。

(註 10)平野屋又右衛門は十人両替の一人であつた。

(註 11)大阪市の 「加賀屋新日会所跡」や、人尾市の「安中新田会所跡旧植国家住宅」。

(註 12)助松屋忠兵衛も十人両替の 1人。

(註 13)大坂堂島船大工町天王寺屋源助。

(註 14)白 粉製造業を家業とする豪商、両替商も営んでいた。銭屋長左衛門は柏村新田 (人尾市)と その会所も

所有していた記録がある。

(註 15)大東市史編纂史料目録第 2集『平野屋会所文書目録』2005大 東市教育委員会
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平野屋会所において継承されていた古文書群で、何らかの理由で流出したものを平成 12年に大東市が取

得している。近世から近現代に至る古文書・古記録・書類等から成 り、文書中最も古いものは宝永五年 (1703)

から記された河内屋南新田年貢の『御定之写』である。

(註 16)大阪市内 (中央区九太郎町 4丁 目)にある坐摩 (いかすり)神社から分祀された。

(註 17)大東市文化財調査報告『 旧平野屋新日会所屋敷と建物』2002大東市教育委員会

(註 181明治十五壬辰年      地主 高松長左衛門

上棟            大阪新田方兼

拾弐月十五日        営繕掛    高橋本兵衛

当新田住

仝 補助   垣都房二郎

諸福村

大工棟梁    木中久吉

(註 19)享保拾年巳二月朔日  出入方手伝人足

畏て建之            喜人内兵

地主      藤吉郎太平

上棟        高松長左衛門   メ四人

他二多数人足

来ル事

当新田住支配人
,     植村 房工郎

支配人件 吉太郎

明治弐拾六年              大I長男                   ・

癸巳弐月十二月 (日 ?)修繕ス 諸福村大二棟梁 本中庄太郎

本中 久吉

松本 仙助

辻本 豊吉

(註 20)建物配置や庭園の形態は解体直前と大きく変化していないが、坐摩神社とその境内は屋敷地から分離し

ていない状態
―
で描かれている。現在、この写し絵図については、所在が不明であるとのことである。

(註 21)鴻池新国会所跡の池は、元は楕円形であつたが、昭和に入つてから瓢箪形に改修されているとのことで

ある。
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第 2表 遺物観察表

番 号 出土地点 種 類 器種 計測値 (cal) 形態 技法 胎 土 色調 残存率・備考

1 池南部 貨幣

通
新
＞

永
く
永

寛
宝
寛

長
厚

2 55cm
0 1cln

表面には 「寛永通宝」
の文字が見え、裏面に
は 「文」の文字を施す。

完形。重量 30g

2
井戸①敷
石下

貨幣

遇
新

，

永
く
永

寛
宝
寛

４５

ｃｍ

長
厚

表面には 「寛永通宝 J

の文字が明確に見える。
裏に文字記載等なし。

完形。重量 255g

3
土蔵①基
礎石内部

金属製品 鉄 釘

的
的
中

さ
さ
Ю

長
厚
幅

断面長方形の鉄釘
完形。重量 3813

4

基
施

塀
水

側
俳

西
礎
設

土師質土
器 脚側ｍ

口径 :(60)cm
器高 〔0 9cm

焼き締めされた土師質
土器の皿で、内面には
柿渋釉が施 される。

デ
は

。デ
は

ナ
部
す
ナ
後

コ
底
残

ヨ
の

。

ヨ
　
歩ヽ
こ
ヨ
いア
す

は
し
痕
は
ナ
施

面
施
切
面
び
を

外
を
糸
内
及
釉

ほぼ密
内 :7 5YR6/8橙 色
外 :7 5YR7/4に ぶい

笹色

5 池南部 国産磁器 蓋

日径 :(94)cm
底径 :(60)cm
器高 :3 0 cll

肥前系磁器。内外面に
輪宝文を施 し、見込み
に五弁花を施す。

密 内外面 に施釉
底部 80%残 存。時
期は 18世紀後半か
ら末の所産。

6 池南部 国産磁器 皿

径
径
高

日
底
器

(132)cm
(72)cm
3 5cn

肥前系磁器。 くらわん
か 4寸皿。見込みにコ
ンニャク印判による五
弁花、高台内に渦福を
施す。

密 内外面に施釉
残存率は 45%。 時
期は 18世紀後半か
ら末の所産。

7
門
濠

屋
周

長
側

裏
北 国産磁器 /1ヽ 碗

，ｃｍ
ｍ
ｃｍ

径
径
高

口
底
器

。半
高

釉
ぐ

。

施
付
す

に
絵
施

。

も
上
を
胎

と
色
＞
露

面
赤
文
は

内
に
草
部

面
面
唐
端

外
外
菊
台

密
内 :N8/1灰 自色
外 〔N8/1灰 白色

口縁部 25%か ら高
台部完存。

8
土蔵①基
礎石内部

土師質土
暴

灯明皿
口径 :(96)cm
器高 :1 5cn

外面日縁部に煤付着。
灯明皿 として使用。

外面・内面共に
体部はナデ。 日
縁部はヨヨナデ
を施す。

雲
操

の
リ

粒
サ

ｏ

微
ク
む

。

含ヽ

密
母
を

内 :10YR8/3浅 黄橙色
外 :10YR8/2灰 白色

残存率 30%。

9
土蔵①基
礎石内部 国産晦器 灯明皿

径
高

日
器

(90)cm
1 4cm

外面内面共に施釉する
が、皿受部分端部は露
胎。底部は無釉。外面
には媒付着。

外面底部は回転
ヘラケズ リ後ユ
ビナデを施す。

密

内
色
外

7 5GY8/1明 緑灰

2 5GY8/1灰 自色
口縁部細片。

北側周濠 国産磁器 鉢
口径
器 高

8 5cn
3 5 cal

一
呈
施
蝶

。を
に

・

器
形
も
文

磁
角
と
波

系
人
面
海

濃
の
内
青

。

美

ｍ
面
面
す

ｏ
５
外
内
施

一声
６

ヽ
。を

瀬
辺
し
釉
文

密
内 :N8/0灰 色
外 :N8/0灰 色

日縁部 20%残 存。

裏長屋門
北側周濠

国産磁器 段 重

口径 :(184)cm
底 径 t(130)cm
器 高 !6 7cm

肥前系磁器。外面内面
ともに施釉 し、高台端
部は露胎。

日縁端部に面取
りを施す。 密

内
外

色
色

灰
灰

日縁部 125%か ら
底部 25%残 存。 18

世紀後半頃の所産。

北側周濠 国産磁器 碗

径
径
高

口
底
器

(9 4)cm
(36)cm
5 5 cll

肥前系磁器碗。全体的
に施釉す るが、高台端
部のみ露胎。外面は梅
文を施す。

密

内 :7 5CY8/1明 緑灰
色
外 :7 5GY3/1明 緑灰
色

日率象言[25%か ら狂筆
部 45%残 存。 18世
紀後半か ら末頃の
所産。

北側周濠 国産磁器 碗

径
径
高

口
底
器

11 4cm
4 4cm
4 75cm

肥前系磁器碗。外面内
面 ともに施釉。外面に
丸文を施す。内面見込
み部に蛇ノロ釉剥ぎ。

密
内 :N8/1灰 白色
外 「N8/1灰 白色

底部完形。 18世紀
後半か ら末頃の所
産。

北側石垣 国産磁器 腕

口径 :11 4 cll

底径 :4 9cn
器高 :4 45 cI

面
端
れ
み
行

内
台
折
込
を

面
高
は
見
ぎ

外

面ヽ
は
剥

。し
外
面
釉

器
和

。内
目

磁
施
胎

ノヽ

系
に
露
文
蛇

前
も
は
梅
に

。

肥
と
部
枝
部
う

密
内 :N3/1灰 自色
外 :N8/1灰白色

日縁部 80%か ら底
部完存。 18世紀後
半から末頃の所産。

15
裏長屋門
北側周濠

国産阿器 鉢 伽
蝕

径
高

底
器

唐津焼。内面に施釉。
茶色釉後 自化粧を行 う

外面体部から底
部・高台部にケ
ズ ジを施す。

密。径 l alal以

下の黒色砂粒
を含む。

内 :10YR5/3に ぶい貢
褐色
外 1 10YR7/4に ぶい黄
橙色

底部 15%残存。

裏長屋 F弓

北側周濠
国産磁器 碗

口径 :(102)cn
底径 :(35)cll
器高 :5 9cn

部
外
見
施

端

。
ｏを

日
碗
釉
？

。反
施
花

納棚＝跡

磁
す
と
に

系
反
面
部

前
外
内
み

。

肥
が
面
込
す

密
内 :N8/0灰 色外 :

N8/O灰 色

日縁部 25%か ら底
部 50%残 存。 19世
紀から後半頃の所
産。

17

土蔵①内
部基礎石
下

国産磁器 碗

働

ｍ
ｍ

径
径
高

日
底
器

・
面
文
字
は

面
外
木
Ｍ
部

外

。車
に
端

。釉
と
都
台

碗
施
文
台
一局

器
に
梅
高

ｏ

磁
も
枝

。り

系
と
れ
す
あ

ｏ

前
面
折
施
銘
胎

肥
内
に
を
の
露

宅
内 :N8/1灰 自色
外 :N8/1灰 自色

底
世
の

ら
１８
頃

か

。末
期蹄施

翻珊徘産。

日
部
紀
所

部北
樋

池
本 国産磁器 碗

径
径
高

口
底
器

(102)cID
(38)cll
5 5 clll

瀬戸・美濃系磁器。 日
縁端部は外反する端反
碗である。外面内面 と
もに施釉 し、高台端部
は露胎。外面に千鳥・

山水文を施す。

密
内 :N8/1灰 自色
外 :N8/1灰 白色

底都 40%完存。 19

世紀末から 20世紀
初頭頃の所産。

基
部

①
内

蔵
石

土
礎 国産磁器

麦

日

蕎
猪

日径 :7 6cm
器高 :(61)cm

肥前系磁器。筒形碗で
外面内面共に施釉。外
面には葡萄文、内面日
縁部には四方欅文を施
す。

密
色
色

灰
灰

力
／０

Ｎ８
Ｎ８

内
外

日縁部 20%残 存。
高台都欠損。 18世
紀後半から末頃の
所産。

土蔵①基
礎石内部

国産磁器
麦
口

喬
猪

日径 :(78)cm
底径 :(42)cm
器高 :6 6cm

肥前系磁器筒形碗。外
面内面共に施釉高台端
部は露胎。外面は斜め
格子文、菊文、九文。
内面は口縁部に四方欅
文を施す。

密
内 :10GY8/1明 緑灰色
外 :10GY8/1明 緑灰色

底部 40%残存。 18

世紀後半から末頃
の所産。
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番 号 出土地点 種類 器 種 計測値 (cld) 形 態 技 法 胎 土 色 調 残存率・備考

21 土蔵④ 国産陶器 悟鉢
径
高

日
器

(264)cm
6 9cm

外面は日縁部に 2条の
沈線を施 した顎部を施
し、内面は橋 り目を施
す。

ヨヨナ睦す。内面鰤］
顧デヽ体嚇醐す。く‐い

密。径 5111以

下の長石含
む。。

内 :10R5/4赤 褐色
外 :10R4/3赤 褐色

口縁部細片。

土蔵①基
礎石裏側

土師質土
器

抱烙
口径 :(280)cm
器高 ,(57)cm

口縁部か ら体部の一部
が残存 している。外面
は全体的に媒が付着 し、
内面は口端部を除き煤
が付着 している。

ヨ
た
部
を
ケ

に
し
縁

工
は

。

共
施

ロ
サ
部
す

面
を
面
オ
体
施

内
デ
外
ビ

をヽ

面
ナ

ヽ
ユ
し
リ

外

コ
後
は
施
ズ

密。径 l Dlal以

下のクサ リ
礫・雲母 。長
石を含む。

内 :5YR7/6橙 色
外 :5YR5/6明 赤褐雹

口縁部細片。

土蔵①基
礎石内部

土師質土
器

鍋
＞ｃｍ
伽

径
高

日
器

外面全体的に煤が付着
して彰ヽる。

外面内面共にヨ
コナデを施 し、
体部はナデを施
す。

密。径 I It l以

下の長石を含
む。

内 :757R7/3に ぶヤ

橙色
外 1 7 5YR7/3に ぶセ

橙色

口縁部細片。

池南都 国産陶器 語

径
径
高

口
底
器

(72)cm
(8 8)cm
ll l cal

全体的に鉄分の沈着 し
お り、底部は糸切痕を
施す。

内外面ともにロ
クロナデを施
す。

密。径 2Hl以
下の長石含
む 。

内 110R4/2灰 赤色
外 110R3/2暗 赤褐色 髪を害控麿毎毯湖

たものか?

南側塀基
礎

国産陶器 徳禾」
ｍ
うｃｍ
伽

径
径
高

口
底
器

口縁部は完存 し、外面
は鉄釉を施す。

内面にロクロナ
デを施す。

密。径 l uul以

下の長石を含
む。

内 :5YR5/3に ぶい赤
褐色
外 110R4/1明 赤褐色

残存率 60叱

土蔵④基
礎石内部 瓦類 軒平瓦

蜘

荊

卿

長
幅
厚

均等唐草文軒平瓦。内
区に唐革文を施す。

外面にすデを施
し、内面にはヨ
コナデを施す。

やや粗 内 :N4/0灰 色
外 :N4/0灰 色

瓦 当 30%

27 裏長屋門
瓦群

瓦類 軒丸瓦
径
さ

Ｅ
厚

14 5cm
2 1cm

巴文軒丸瓦。内区に3ヵ
所に巴文を施 し、周囲
に連珠を 16ヵ 所施す。

外面はナデを施
し、端部にはヘ

ラクズ リを施
す。

やや粗
内 :M/0灰色
外 :N4/0灰 色

瓦当部ほぼ完形

土蔵①基
礎石内部

瓦 類 軒丸瓦 直径 :13 5 cll

厚さ :2 5 cll

瓦
。

内区ｔこ３ヵ
を施し

、
周囲

‐６ヵ所施す
。

丸
文
を

軒
巴
珠

文
に
連

巴
所
に

瓦当部分には外
面・内面共にナ
デを施す。接合
部都にはヨヨナ
デを施す。

やや粗 N5/0灰 色 瓦当部 ほぼ完形

玄棟
列

屋
瓦

主
関 瓦類 丸瓦

ｃｍ

ｍ

ｍ

‥

‐３

…

長

幅

厚

凸面はすデ後 ミ
ガキを施 し、凹
面はヘラ状工具
によるナデを施
す。

径 lШ位の長
石・雲母を含
む。

N4/0灰 色 ほぼ完存

座敷棟北
側瓦列

瓦類 平瓦

長 さ :26 5cm
幅 :23 5cu
厚 さ :1 6cm

に
端
を

共

りヽ

面
し
取

内
施
面

・
を
は

。

面
デ
に
す

外
ナ
部
施

やや
'儀

径 2
Dul以下の石
英・長石・雲
母含む。

N4/0灰 色 85%残 存

31 裏長屋門
瓦群

瓦類 導
直径 :23 8cm
厚さ :3cm

ほぼ正方形の形態を呈
した埠。

外面 。内面共に
型外 しの布 目痕
が見え、後ヘラ
ケズリを施す。

やや粗
内 :25Y5/1黄灰色
外 :25Y5/1黄灰色

ほぼ完形

土蔵①排
水管① 国産陶器 土管

径
さ
高

日
長
器

9 3cm
51 5cm
1 4cm

口縁部に受口部を持つ
つなぎ目を持つた形態
を呈す。

外面内面共にナ
デを施 し、外面
に鉄釉を施す。

やや粗
内 :10R6/8赤 橙色
外 :25Y5/6明 赤褐色

ほぼ完形

主屋棟北
側

国産陶器 鉢

径
径
高

口
底
器

外面日縁部か ら体部に
かけて円形浮文や突帯
文を施す。

外面 。内面共に
回転ナデ、底部
にはケズ リを施
す。

か
石

ｍ
長

１
の

径

ｍ

。

。
２
む

密
ら
含

内 :5YR4/1黒 褐色
外 :2 55YR4/2灰 赤色 完存。埋め鉢②

主屋棟玄
関

国産陶器 捏鉢

径
径
高

日
底
器

43 6 cll

16 7 cDl

17 4 cal
備前焼の捏鉢。

外面内面ともに
回転ナデを施
す。

密。径 l alalの

長石を含む。
内 175R4/2灰 赤色
外 :75R4/2灰 赤色

ほぼ完存。

西側通路 国産陶器 鉢

日径 :55 4cm
底径 :29 1cm
器高 :34 2cm

外面内面共に鉄釉。内
面に付着物あ り。

外面 。内面 とも
に回転ナデを施
し、底部はケズ
ヅを施す。

密。径 l Hul以

下の長石を含
む。

内
外
色

5YR3/3暗 赤褐色
2 5YR3/4暗 赤褐 残存率 60%。

主屋棟北
側

国産陶器 植木鉢

径
径
高

口
底
器

軸帯、脚醐螂

韓
孵

‐４ヵ所
。弾

を施す
。り

。

内
に
文
付
文
あ

・
部
浮
貼
帯
孔

面
端
形
は
突
穿

外

国
円
に
日
に

外面 。内面とも
に回転ナデ。底
部にケズ リを施
す。

密。径 l Halの

長石を含む。

内 :2 5YR3/2暗 赤褐
色
外 :5YR5/6明 赤褐色

完存。埋め鉢①

37
主屋棟北
側

国産陶器 弩

の

ｃｍ
飢

径
径
高

日
底
器

外面・内面ともに鉄釉。

外面・内面とも
に回転ナデ。底
部はナデを施
す。

以血
含

５
石

径
長。

の
　
。

密
下
む

赤
　
赤

ぶ
　
ぶ

‥
色

‥
色

内
褐
外
褐

残存率 70%(口 縁
部欠 )。

主屋棟玄
関

国産陶器 鉢
伽
側
硼

径
径
高

日
底
器

外面口端部は外反する
形状を呈 し、刻 目突帯
文、体部には貼 り付け
草花文、体部下部には
亥」目突帯文を施す。

外面及び内面は
回転ヘラケズ リ
を施す。

密。径 l Bul～

2 Htlの長石 を
含 む。

内 :7 5YR3/3暗 褐色
外 :7 5YR3/3Л音褐色

完存。

池北部 木製品 木樋
長 さ :430cm
幅 :42cm
高 さ :(64)cm

池樋。取水 口にはゴミ
が侵入 しないように金
属製の網が貼 られ、釘
には木栓が施 されてい
る。

本体ほぼ完存。

池北部 木製品 木 枠

ｃｍ
　

ｍ

さ

７ｍ
さ

さ

長

１３

高

厚

樋門の落 とし板の転用
材。一から六までの刻
F「 と持ち上げる際の把
手部分が刻まれている。

ほぼ完存。木枠②

-24-



図
版

一　

主
屋
建
物

（
１

）

`皇
ぢ

一

ここと

敷棟北側礎石 (南東より)

3 N区座敷棟礎石 A045(西より) 4 N区座敷棟下層礎石 (東より)

5 N区座敷棟下層礎石断面 (北より)

7 N区座敷棟南恨‖下層礎石 (東 より)



図
版
二
　
主
屋
建
物

（
２
）

棟土間寵① (東より)



図
版
三
　
土
蔵
①

・
土
蔵
④

側基礎瓦排水溝 (北より)

5 」区土蔵①2段 目基礎 (南より) 6 」区土蔵①最下段基礎と石列 (西より)

中央東石下礎石



図
版
四
　
表
長
屋
門

F区表長屋門瓦列 (東 よ り)

F区表長屋門基礎裏込め石 (北より) 6 P区表長屋門礎石 (西 より)

2 F区表長屋門基礎 (南より)

二々注:■ド点す増機蝕選襲趨
3 F区表長屋問基礎 (東より) 4 F区表長屋門礎石 (東より)

7 Q区表長屋門西側部分基礎 (西より) 8 Q区表長屋問礎石補修状況 (西 より)



図
版
五
　
一暴
長
屋
門

ヽ

‐

攘

‰ 1_i lT_
3 日区裏長屋門礎石 土坑・瓦列 (西より)

り)

2 H区裏長屋門礎石 (東より)

6M区 裏長屋門礎石・塀基礎 (西 より)

7M区 裏長屋門塀基礎 (北 より) 8M区 裏長屋門塀基礎 (北 西より)



図
版
六
　
池

I A区池南部 (南より) 2 A区池 くびれ

A区池南部西岸 (東より) A区池南部木 (北東より)

5 A区池北部木 (南東より) 6 A区池堰 (南より)

畷露翌騒選許螢 |■ 爵 羞JⅢ撃.こ ゞ―
!、

A区池北部木樋・堰 (東より) 8A区 池北部木樋排水口 (南東より)



図
版
七
　
井
戸

口
流
れ
眸
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